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ハイスピード工法技術の概要

・ 軟弱地盤を掘削し、砕石柱状体
を構築することにより、支持力を増加
する。

・許容支持力の算出
qa＝(ic･α･c･Nc＋iγ･β･γm･η･
B･Ｎγ＋iq･γ･Df･Nq)
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原地盤

許容支持力算出の根拠
平板載荷試験による支持力試験

粘性土地盤4ヶ所、砂質土地盤2ヶ所で試験を行った。
平板載荷試験は、砕石パイル部分をφ300㎜の円盤、砕石パイルと原地盤の複
合を面積１m2の正方形板(1.0m*1.0m)及び長方形板(0.65m*1.54m)を用い、砕
石パイルと載荷板の組み合わせを変えて試験を行った。

（試験地と土質） （載荷版の種類）
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平板載荷試験例 （富山県）

改良深度
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SWS調査位置と砕石パイル配置図（富山県氷見市）

SWS調査結果
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（砕石パイル試験前） （平板載荷試験状況）
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平板載荷試験の結果例 愛媛県松山市（粘性土地盤）
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岡山県瀬戸内市（砂質土地盤）

φ300 1.0m*1.0m 1.54m*0.65m
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△ 砕石パイル
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◇ 原地盤
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◇ 原地盤
□ 砂杭
△ 砕石パイル

荷重の大きさは、原地盤 ＜サンドパイル＜砕石パイル 原地盤＜複合地盤 であった。
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平板載荷試験の結果より砕石の内部摩擦角を算定する。

今回の試験の結果は、内部摩擦角は計算（テルツァーギの式）により、砂質土地盤
において47°～48°となり、粘性土地盤において46°～48°となった。本工法で
は砕石の内部摩擦角を４０°と設定した。

◇ 富山県氷見市
□ 愛媛県西予市
△ 愛媛県松山市
× 愛媛県八幡浜市
＊ 高知県香南市
○ 岡山県瀬戸内市

Φ300円盤での砕石パイル平板載荷試験結果



y = 1.39 x
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砕石パイルの載荷試験と複合地盤の載荷試験結果より応力分担比を算定する。

今回の試験の結果は、応力分担比は4以上の結果を得た。本工法の砕石パイルの応力
分担比は 安全性を考え、粘性土 、砂質土ともに３と設定した。

（応力分担比の違いによ
る設計荷重度の関係）

載荷板
載荷板
平面積
A(m2)

改良部
平面積
As(m2)

置換率
as

応力
分担比
n

改良部の
応力集中
係数μs

現地盤の
応力低減
係数μc

土質 現場

1000×1000 1 0.126 0.126 11 4.87 0.44
粘性土 富山県氷見市

1540×650 1 0.251 0.251 － 3.98 0.00

1000×1000 1 0.126 0.126 5 3.33 0.67
粘性土 愛媛県西予市

1540×650 1 0.251 0.251 － 3.98 0.00

1000×1000 1 0.126 0.126 7 3.99 0.57
粘性土 愛媛県松山市

1540×650 1 0.251 0.251 7 2.79 0.40

1000×1000 1 0.126 0.126 11 4.87 0.44
粘性土 愛媛県八幡浜市

1540×650 1 0.251 0.251 40 3.70 0.09

1000×1000 1 0.126 0.126 4 2.90 0.73
砂質土 高知県香南市

1540×650 1 0.126 0.126 4 2.90 0.73

1000×1000 1 0.126 0.126 － 7.96 0.00
砂質土 岡山県瀬戸内市

1540×650 1 0.126 0.126 － 7.96 0.00

（応力分担比の算出）



平板載荷試験の結果による設計値の確認

y = 2.11 x
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試験場 地盤 名称
①長期許容支持

力度
(kN/m2)

②載荷最大荷
重度

(kN/m2)
②/①

富山県
氷見市 粘性土

HYS1000-1 26.8 170 6.4

HYS1540-1 40.2 170 4.2

愛媛県
西予市 粘性土

HYS1000-2 61.1 180 2.9

HYS1540-2 85.5 180 2.1

愛媛県
松山市 粘性土

HYS1000-3 45.1 200 4.4

HYS1540-3 64.4 200 3.1

愛媛県
八幡浜市 粘性土

HYS1000-4 58.8 200 3.4

HYS1540-4 82.5 200 2.4

高知県
香南市 砂質土

HYS1000-5 18.0 200 11.1

HYS1000-6 18.0 200 11.1

HYS1540-5 16.2 200 12.3

岡山県
瀬戸内市 砂質土

HYS1000-7 21.0 200 9.5

HYS1540-6 18.9 200 10.6

愛媛県西予市と八幡浜市においては反力が足りず、極限荷重度までの測
定が出来なかったが、その他では載荷試験の結果が、本工法の設計値（長
期許容支持力度）を上回っている。

Y=3x



今回の試験でのまとめ

• 平板載荷試験の結果から砕石の内部摩擦角
を40°、原地盤と砕石パイルの応力分担比を
n=3と設定することで算定された本工法の設
計値（長期許容支持力度）は今回の複合地盤
の載荷試験の結果では、満足されている。




